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同一県内の総合病院と地域医療支援病院で看護研究を行った80名 を紺象に,臨
床看護研究にポートフォリオ活用を試みた結果,58.8%が役立つと評価していた。

活用した者はそうでない者に比し,「看護研究を行ったことで自己の成長が図れた」

「研究を行ったことで自己教育力が高まった」「看護研究は社会に貢献するという

方向性のある行為である」の項目で有意差 (p<0.05)を 認めた。

臨床で行う看護研究については9割程度が正しく認識していたが,研究計画書
から公表までのプロセスで 9割程度が難しいと答えていた。また,研究には上司
や同僚の支援が重要と全員が答えており, 自己学習の重要性も認識していた。
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看護教育におけるポー トフォリオ活用は,

2000年 に英国における卒後教育への取 り組みが

紹介され,2003年頃より徐々に報告が増えてい

る (加藤,2005)。 我々は,看護基礎教育にお
いて1学生の学びのプロセス・質・深さが見え
る教育実践の方法としてポー トフォリオに注目

し,先駆的に「講義」「演習」「実習」「資格取得」

に活用してきた (吾郷,2005)。 また,「学生評価」

の新たな展開としても有効な方法である(唐澤 ,

2003)(安川,2007)。 病院においては,キ ャリ

ア開発ラダー (高瀬,2005)や 目標管理 (狩野 ,

2007)に 活用され,その成果が報告されている。

ポートフォリオとは,紙ばさみや書類かばん,

あるいは作品ファイルを意味する。ここでいう

ポートフォリオとは,自分がしてきた仕事や研
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要概

究,活動,成果をファイルし一元管理したもの

で,こ れにより成長プロセスや能力,個性,セ
ンス,考え方などを見出すことができるもので

ある (鈴木,2005)。

「看護研究」は「新人教育」や「現任者教育」

などを柱とする院内教育として位置づけられ,

専門職業人としての発達を支援している(井部,

2007)。 一方,看護研究を行う際に課題となっ

ているのは,臨床における問題や疑問から研究
目的へ絞り込み,研究計画書の作成である (石
橋,2008)。 また,研究の成果が施設内の発表
にとどまり,公表されないことも多く,近年は

外部講師の指導の基に,看護研究の支援を行っ

ている施設も多い。臨床看護研究にポートフォ

リオを活用することで,臨床看護職員一人ひと

りの成長プロセスが見いだせ,専門職業人とし
ての発達が支援できると思われる。しかし,臨
床においては看護研究の現任者教育における位

置づけは様々であり,研究メンバーに介護職が,

含まれる病院もある。

本稿では,看護職員における看護研究の意義
や研究プロセスにおける課題など2施設の現状

を明らかにし,ポートフォリオを活用した看護

研究支援について評価することを目的とし,今
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《看護研究ポートフォリオ エ程表 》

フェーズの展開 達成日 と 内容

文献リサーチ

年  月  日
O r看護研究ポートフォリオ」とは何かを知リシタートする
O 要項等 (期日、様式や枚数等)を確認する。
年  月  日

《目標シート》

0 これまでの看護 (学習)を振り返り、目的を明確にする。
O 定説への疑問、関心から論文の目的を考える。
年  月  日

《アクションシート》

O 文献検索の方法について整理する。

口
日
日

8 富緊璧亀灘縁鞘雁ゼ農緊略討
する。  ポ_トフォリオ

計 画 書

ユ
自己評価

《文献シート》

O 目的に関する文献を探す。
O イ可処まで明らかになつているか現状を明力Чこする。
O 対象や方法について考察する。
年  月  日

(アクションシート〉

O テーマ決定する。
O 研究の意義や背景を文章化する。
O 目的を明確にし、文章化する。
O 目的が達成できる方法を決める。
O タイムスケジュールを決める。
○ 研究倫理に関する十分な配慮と組織の承認を得る。
年  月  日

《アクションシート》

O データ収集。
O データの分析。

年  月  日
徹 長報告シート》

ユ
　
タ一
口
∪

施
尋

年  月  日
《アクションシー ト》

《文献シート》

O 内容がわかるテーマを決定する。
O 要項等の再確認。
O 論文の構成を検討し、記述する。
O 図・表を効果的に活用する。
O 文献を補完する。
年  月  日

年  月  日 ヽ

後の臨床看護研究支援について考察する。

Ⅱ.方 法

1.対象
対象は,同一県内の総合病院と地域医療支援

病院のいずれかに勤務し,平成18年度に看護研

究を行うことを計画している看護職員である。

図 1 看護研究ポー トフォリオの工程表

総合病院では3～ 4年 目研修の一貫として取組

む者が多く,研究メンバーは看護者のみである。

また,地域医療支援病院では各病棟で一つの研

究に取組んでおり,看護者と介護者が研究メン

バーとなり共同して行っている。

分析対象は,院内の研究発表後に行ったアン

ケー トに協力が得られた看護職員で,総合病院

42名 (回収率84,0%),地域医療支援病院38名 (回
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年 日《目標シート》

その理由

ゴ ー ル  (具体的な泡或目標)

ビララョン (はっきりとした願いや思い)

臨床看護研究の現状とポートフォリオを活用した臨床看護研究の支援

図2 目標シー ト

収率97.4%)である。

2.方法
対象は,各自の看護研究計画書に基づいて看
護研究を進め,そのプロセスにおける資料等を

ファイルに管理し,ポー トフォリオとして蓄

積・活用する。対象には,臨床における看護研

究の目的や方法についての説明を研究がスター

トする年度はじめに行い,理解と同意が得られ
た者に市販のクリアファイルとシー ト集 (吾

郷,2006)を配布した。配布時に看護研究ポー

トフォリオの工程表 (図 1)に基づき,ポート
フォリオの活用方法について30分程度の説明を

行った。シート集には, “目標シート"(図 2),

自由に記載できる “アクションシー ト",文献
の出典と概要を記載する “文献シート", “成長

報告シー ト"(図 3)がある。また,対象の勤
務している部署の看護師長にも概要を説明し,

理解と協力研究を求めた。

ポートフォリオの活用方法として,次のこと

を伝えた。①時系列で順にフアイルする。②研
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年  月  日 《成長報告シート》

Oポートフォリオを備厳し「自己評価」する。
成長したこと、考え方の変化、身につけた力などをエントリーし、3つ選択する。

O元ポートフォリオから、価値ある知を一つ選んでください

月  日

O授業で得たことをどう現実に活かしますか?

究がスタートする時までに, “目標シート"で

ビジョンとゴールを明確にする。③検索した文

献は “文献シート"に概要を記入する。④研究

メンバー等との話し合いや相談や指導を受けた

場合等は “アクションシート"に記入する。⑤

施設内発表後に“成長報告シート"を記入する。

また,各個人のポートフォリオは各自が管理し,

研究者が活用方法や内容を直接確認することは

せず,質問があれば答えることを約束した。

施設内の研究発表終了後に,研究の意義,研

究プロセスにおける重要性や難しさ,研究にと

もなう付加価値,ポートフォリオに関する内容

についてアンケート(A4サイズ2枚)を配布・

回収した。配布は各施設の共同研究者が行い,

図3 成長報告シート
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表 1 ポー トフォリオ活用の状況
単位 :名 (%)

活用した 途中まで活用した 活用しなかった     計
研究代表者

共同研究者

23(82.1%)

2(3.8%)

5(17.9%)

14(26,9%)

0

36(69.2%)

28(100%)

52(100%)

計 25(31,3%) 19(23.7%) 36(45.0%) 80(100%)

表2 研究に取組んだ動機

総合病院 地域医療支援病院 計

自分の意思

同僚に誘われて

上司の勧め等

その他

7(16.70/0)

6(14.30/0)

26(61,90/0)

3(7.10/0)

2( 5.20/0)

2( 5.2%)

18(47.4%)

16(42,20/0)

9(11.3%)

8(10.00/0)

44(55.00/0)

19(23,7%)

計 42(1000/0) 38(100%) 80(100%)

所定の箱に自主提出を依頼し回収した。

また, 2施設とも研究代表者が講師として研

究の概要について90分程度の講義を行い,研究
課題毎に研究計画書とまとめのタイミングで個

別指導を2回行った。また,研究期間中は,各
施設の研究担当者が中心となって継続的に支援

している。

分析は,統計ソフトSPSSver.14,OWindows版
の記述統計やクロス集計表などを用いた。また,

Pearsonの カイ2乗検定を行った。

3.倫理的配慮
研究の目的・方法とともに,①自由意思,②
アンケートは無記名,①個人が特定されること
はない,④協力の有無により不利益はない,⑤
勤務評価とは無関係,⑥提出を持って承諾と判
断する,⑦公表などについて,文書と口頭で説
明し,協力を得た。また, この研究は,学内の

研究倫理審査委員会の承認を得て行った。

Ⅲ.結

今回の対象においては,研究代表者が35:00/O
を占めていた。ポー トフォリオの活用状況は,

研究代表者で「活用しなかった」者はいなかっ

たが,共同研究者では途中まで活用 した者を
含めて80.7%で あった (表 1)。 対象が研究に

取組んだ動機をみると,「自分の意思」は総合

病院の16.7%に 比べ地域支援病院は5.2%と 少な

く,最 も多かったのは「上司の勧め」で総合病
院61.9%,地域医療支援病院47.40/0であった (表

2)。

看護研究の意義,研究プロセスにおける重要
性や難しさ,研究にともなう付加価値は,総合
病院と地域医療支援病院で有意な差は認めな

かった (表 3)。 しかし, “看護研究は社会に貢

献する方向性をもった行為である"と「思わ

ない」者が総合病院26.2%,地域医療支援病院

15.8%であった。また,地域医療支援病院では
“看護研究は課題を解決するための意図的な行

為である"と「思わない」者が18.4%い た。看

護研究計画書や文献検討1計画に基づき実践,

成果を論文としてまとめたり発表することは,

いずれも9割程度が重要であると答えていた。

また,“看護研究計画書を作成することは難し

い"は,全員が「そう思う」又は「ややそう思
う」と答えていた。

看護研究を行う上での支援や研究の成果に,

総合病院と地域医療支援病院で有意な差は認め

なかった(表 4)。 “研究をするには上司の理解・

指導・配慮が重要である", “研究をするには同

僚の理解・協力が重要である"と ,全員が「そ
う思う」「ややそう思う」と答えていた。また,“自

己学習が重要である"と l名を除き98.80/0が「そ

う思う」「ややそう思う」と答えていた。また,

果
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表 3 看護研究のプロセスにおける課題と意義

そう思う

n  %

や,そ2思う 離紙、  思るゑい
n%n%n%

実践活動の質を
高めることができた

自己の成長が図れた

課題を解決するための

意図的な行為である

系統的なプロセスを経て

計画的に行う行為である

社会に貢献するという
方向性をもつた行為である

看護研究計画書は
重要である

文献検討は
重要である

計画書に基づき実践することは

重要である

成果を発表することは
重要である

看護研究計画書を作成することは

難しい

文献検討は
難しい

計画に基づき実践することは

難しい

成果を発表することは
難しい

総合病院

地域医療支援病院

総合病院

地域医療支援病院

総合病院

地域医療支援病院

総合病院

地域医療支援病院

総合病院

地域医療支援病院

総合病院
地域医療支援病院

総合病院
地域医療支援病院

総合病院

地域医療支援病院

総合病院

地域医療支援病院

総合病院
地域医療支援病院

総合病院
地域医療支援病院

総合病院

地域医療支援病院

総合病院
地域医療支援病院

61.9%    2   4,8%

632%    3   7.9%

66.7%  ~

68.4%    3   7996

59,5%    2   4896

42.1%    7   18,496

57.1%    1    2.4%

526%    2   5,3%

47.6%    9  21.4%

65.8%    6   15,8%

42.9%    3    7.1%

26.3%    4   105%

286%  ~
23.7%    1    2.6%

57.196    2   4,8%

39.5%    2   5,3%

47.6%    3    7.1%

44,796    1    26%

50.0%    1    2.4%

47.496    2   5,3%

16,7%  ―

28,916  ~

30,9%    4   9.5%

39.5%    2   5,316

405%    3   7.1%
39.596    8  21.1%

21.4%  ―

28,9%    2   5.3%

45.2%    5   11,9%

42.1%    8  21,1%

重要である     地域医療支援病院
成果を論文としてまとめることは 総合病院

14

11

13

9

15

15

17

16

11

7

21

24

30

28

16

21

19

20

20

18

35

27

23

21

21

14

31

25

15

13

33.3%

28,9%

30.9%

237%

357%

39.596

40.5%

42.1%

26.2%

18.4%

50.0%

63.2%

71.4%

737%

38.196

553%

45.2%

52.6%

47.6%

47.4%

83.3%

71,1%

54.816

55.3%

50.0%

36.8%

73.8%

65.8%

35,7%

342%

26

24

28

26

25

16

24

20

20

25

18

10

12

9

24

15

20

17

21

18

7

11

13

15

17

15

9

11

19

16

一
　

一　
一
　

一　
一

％２

・　

　

・　

・
　

・　

一
　

一　

一
　

一　

一
　

一　

一

難しい      地域医療支援病院

成果を論文としてまとめることは 総合病院

2   4.8%

1    24%

1    2.6%

2   48%

3   7.1%

1   2.6%

表4 臨床看護研究の支援と成果

そう思う  ややそう思う  ぎattR   思盈懇い
n%n%n%n%

上司の理解・指導・配慮が  総合病院     36 85,7%  6 14.3% ~     ~
重要である

同僚の理解・協力が
重要である

外部講師の指導が
重要である

自己学習が重要である

モチベーションが高まった

自己教育力が高まった

職場が活性化した

地域医療支援病院  27 71,1% 11 289% ~

総合病院

一
　

一　
一

37  88,1%    5  11,9%  ~

地域医療支援病院  32 84.2%  6 15.8% ~

総合病院     18 42.9% 22 52.4%  2
地域医療支援病院  25 65,8% 12 31.6%  1

総合病院     32 76.2%  9 21.4%  1
地域医療支援病院  24 63.2% 14 36.8% ~

総合病院     15 35.7% 21 50,0%  5
地域医療支援病院  15 39.5% 20 52.6%  2

総合病院     13 30.9% 23 54.8%  6
地域医療支援病院  12 316% 22 57.9%  3
総合病院      6 14.3% 21 50.0% 12
地域医療支援病院  2  5.3% 17 44.7% 18

4,7%  ~

2.6%  ~

24%  ~

11,916    1

5.396   1

14396  ~
79%    1

28.6%   3
47.4%    1

％

％

　

　

％

　

％

％
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:毛亀島ζ思う
|口
ややそう思わない

口そう思わない

図4「ポートフォリオは看護研究支援に役立つ」の回答

“外部の指導が重要である"96.30/0, “研究をし

たことでモチベーションが高まった"88.8%,

“自己教育力が高まった"87.50/oが「そう思う」

「ややそう思う」と答えていた。しかし, “職場

が活性化した"は「そう思う」「ややそう思う」

と答えた者は57.5%で あった。

“ポートフォリオは看護研究支援に役立つ"

の問に対して「そう思う」20.0%,「 ややそう

思う」38.80/0で,思 うと答えた者は58.80/0で施

設による差は認めなかった(図 4)。 しかし,ポー

トフォリオ活用した者が活用しなかった者に比

べて有意 (P<0.05)に “ポートフォリオは看

護研究に役立つ"と答えていた。ポートフォリ

オを活用した者は活用しなかった者に比べて有

意差 (P<0.05)を認めた項目は,“自己の成長

が図れた", “自己教育力が高まった", “看護研

究は社会に貢献するという方向性をもった行為

である"であった。また,看護研究計画書や文

献検討などの重要性は,研究代表者が共同研究

者に比して, より強く感じているようであった

が有意差は認めなかった。

アンケートで “目標シート"の内容を問うた

ところ,ビ ジョンには「視野の広い人間になる」

「看護研究から得た学びを看護実践に活かす」

など研究の意義が感じられる内容が多く, ゴー

ルには「成果の発表」と書いた者が多かった。

また,“成長報告シエト"の「成長した,考え

方の変化,身に付けた力」は「息者や家族の思
いが理解できて見方が変わった」「スタッフに

アドバイスができる力が身に付いた」「看護研

究はおもしろい」などで,今回の研究目的その

ものではなく, もっと大きな意義を見出してい

た。

Ⅳ.考 察

今回, 2施設において肴護研究を行う看護職

員を対象に,ポー トフォリオを紹介し活用を依

頼した結果,ポー トフォリオは看護研究に役立
つと答えた者は58.8%で あった。その背景とし

て,看護研究は複数のメンバーで取組むことが
一般的であり,メ ンバーそれぞれが同じ情報を

管理することはない。また,ポー トフォリオを

活用した者は,研究代表者が多かったことから

も,共同研究者に必要性が乏しいものであった
ことが推祭される。しかし,臨床において看護

研究を推進するねらいは,研究で成果を出すこ

とだけではなく,看護の質を高めることにある

(井部,2007)。 また,臨床での研究成果の活用

も課題となっている (清村,2004)。 ポー トフォ

リオとして, “目標シー ト"に ビジョンとゴー

ルを示すことで,看護研究を行うことが目的で

はなく,研究のプロセスからの学びを意図的に

引き出すことができる (吾郷,2005)。 また,

研究終了後に “成長報告シー ト"を書くことで,

研究を行った事から得られる付加価値を明らか

にすることができる。このことは,ポー トフォ

リオを活用した者は, 自己の成長が図れた, 自

己教育力が高まった,社会に貢献すると有意 (p

<0.05)に答えていたことからも推察できる。

研究をする上で,上司や同僚の支援や外部講

師, 自己学習の重要性は認識できているが,研
究計画書は難しいと答えており,今後も丁寧な

指導が必要なことは明らかである。一方,研究
をしたことでモチベーションや自己教育力が高

まったと8割以上が答えており研究に取組んだ
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成果は大きい。しかし,職場が活性化したと答

えた者は6割に満たなかった。また,研究に取

組んだ動機をみると,「 自分の意思」である者

は少なく,多 くが「上司の勧めや院内研修の一

貫」と答えいた。確かに上司の勧めがきっかけ

であっても,研究をしたのは自分自身であるこ

とから, 自分の意思で行うと言えるような関わ

りが必要と考える。

今回,ポートフォリオを活用したことで,単
に研究成果の追求にとどまらず,広い視野で学
べたことを意識化できると考えられる。今後は,

ポートフォリオ活用の対象は研究代表者とし, 
′

共同研究者と共有しながら進めることが適切と

考えられた。

V.結 訟
羽

看護職員における看護研究の意義や研究プロ

セスにおける課題など総合病院と地域医療支援

病院で有意な差は認められなかった。看護研究

支援にポートフォリオを活用した者は,“看護

研究を行ったことで自己の成長が図れた"“研

究を行ったことで自己教育力が高まった"“看

護研究は社会に貢献するという方向性をもった

行為である"と有意 (p<0.05)に答えていた。
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